
※補足資料 

中国と日本の関係を語る上で今後「山下智博」を知らないと、にわかになる!? 

中国で最も愛される、謎に秘めたネットタレント「山下智博」の活動暦のご紹介 

山下智博の日本での略歴 

1985 年 北海道に生まれる。 

2004 年 大阪芸術大学 芸術計画学科入学 

2008 年 大阪芸術大学 芸術計画学科卒業後、札幌市の教育文化会館職員となる 

2009 年 街中を使ったパフォーマンスアート「札幌ハプニング」を実施 

※札幌ハプニングとは、マンガや映画でしか見たことのないような「ベタな光景」を市民と共に現実世界で再現する

パフォーマンスを突発的に行うアート活動である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年 「恋愛マニュアル本」を読み漁り、恋愛テクニックや法則を社会人のプレゼンテーション風に熱く紹介する 

      プレゼンテーションパフォーマンス「モテ☆NIGHT」を開催 

 

2011 年 北海道にあった施設「北の京・芦別」の観光親善大使として活動 

 

 

 

 

 

 

 



山下智博の中国での略歴 

2012 年 上海へ移住 

2013 年 中国版ニコニコ動画の「ビリビリ動画」に投稿開始 

2014 年 自主制作ネットドラマ「日本屌丝（リーベンデャオスー）」を公開。 

シリーズ 10 話の再生回数が 600 万回を超える。当時の中国版Twitter こと微博のフォロワー5万人へ。 

  ほぼ毎日、日本の文化を伝える番組「绅士大概一分钟（紳士の大体一分間）」を中国の 10 を超える  

プラットフォームで毎日更新し始める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年 「紳士の大体一分間」の再生回数が一億回突破。微博フォロワーが 50 万人に。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年 同様に中国で番組を更新。 

サッポロドラッグストア及び札幌市、北海道テレビ放送との 4 週にわたるオリジナル番組「紳士の一分間 

劇場」を放送、再生回数は 1000 万回を突破。 

これまでに投稿した動画の総再生回数が 5 億回を突破、微博フォロワーは 80 万人、ビリビリ動画の    

チャンネル登録者数は 100 万人を突破。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 投稿動画の再生総回数は 10 億回を突破。微博フォロワーは 100 万人、ビリビリ動画の登録者数は   

160 万人を超え、名実ともに中国ネットにおけるナンバーワン外国人となった。 

 

 

 

 

 

 

 



◆山下智博の主な受賞暦◆ 

2015 年 

第8回「Tudou Festival」にて最優秀バラエティチャンネル賞受賞 

 

2016 年 

YOUKU Tudou オウンメディア BEST100 選に選ばれる 

 

◆山下智博の日本でのインタビューの主なメディア露出◆ 

●インタビュー 

2016 年 

【電通報】動画再生５億回！中国人が熱狂する日本人「山下智博」って誰？ 

https://dentsu-ho.com/articles/4147 

 

【NEWS PICKS】動画再生 6億回以上、中国一愛されるキモい日本人 

https://newspicks.com/news/1813709/ 

 

【AERA dot.】中国ネット界で人気すぎる日本人 「山下さん」って誰だ！？ 

https://dot.asahi.com/dot/2016040600038.html 

  

●テレビ出演 

2016 年 

テレビ東京「未来世紀ジパング」 

http://www.tv-tokyo.co.jp/zipangu/backnumber/20150928/ 

   

2017 年 

AbemaTV 中国ウェイボー特集 

中国国営放送 CGTN 

 

◆メディアの皆様に仕事として貢献できる内容◆ 

◆山下智博の特徴◆ 

・若い中国人からの圧倒的な人気と親しみやすさ、「日本人といえば山下」というブランド力の高さ 

・中国人にウケるツボを理解したコンテンツ制作力 

・ビジネス視点をもったコンテンツ制作力 

・動画だけでなく、イベント、パフォーマンスなど幅広いメディアでのプロデュース力 

・イベントや動画で培った、ユーモラスに伝えるプレゼンテーション能力 

・日本コンテンツの紹介に対する中国人からの信用度の高さ 

・日本・中国でのネット著名人・有力者との強いつながりを持っている 

◆山下だからこそ、こんなことが話せます◆ 

・若い中国人のライフスタイルや流行、日本への考え方 

・中国で切り開いていくための方法・注意すべきこと 

・中国のネット文化事情 

・今後の日中間の関係構築のための方法 


